 (
等差数列と等比数列
)等差df等差数列と等比数列　　　　　。」
先生；「」


先生「今日は等差数列と等比数列の勉強をやりますよ」
生徒「なんで俺だけ補習受けなきゃいけねーんだよ！」
先生「べ、別にあんたのためにやってるわけじゃないんだからね！」
生徒「じゃあ何でだよ！！ってかツンデレとか気持ち悪っ」
先生「じつはあなたに知ってもらいたいことがある」
生徒「何だよ・・・」
先生「じつは私この時代の人間じゃないの」
生徒「よし、帰れ！」
先生「情報統合思念体によって造られた、対有機生命体コンタクト用ヒューマノイド。
　　　それが私。」
生徒「やはり宇宙人だったのか、っておいっっ！！早く補習しやがれ」
先生「やっとやる気になったじゃない。先生それを待ってたの」
生徒「もうめんどくせぇんだよ。お前との会話が」
先生「そもそも等差数列っていうのは例えば、3, 5, 7, 9, 11, 13... という数列は、最初の項が3、いずれの二項間の差も2である。このような数列を初項3、公差2の等差数列という。
ここでいう「二項間の差」は、後の番号の項からその一つ前の番号の項を引くという意味の差であり、負の値になることもある。若い番号の項からそのひとつ後の項を引いたものとは、符号が逆になると考えなければならない。また、隣り合う二項の差の絶対値が一定値であっても異なる符号を含む場合、この数列は等差数列とは言わない。したがって二項間の差も公差とは呼ばない。
初項が a1 、公差が d であるような等差数列の n 番目の項は
[image: \ a_n = a_1 + (n - 1)d]
と表せる。さらに一般的に、n 番目の項と m 番目の項の関係は
[image: \ a_n = a_m + (n - m)d]
と書くことができるものなの」
生徒「なん・・・だと・・・！？」
先生「だから・・」
生徒「やめろ～！そんなずらずら言われてわかるかボケェ」
先生「ひどい（泣）」
生徒「わ、悪かった。ボケは言い過ぎた」
先生「昨日wikipediaで必死に暗記してきたのに」
生徒「wikipediaかよ！やっぱお前はボケじゃ～！！」
先生「なによ、少しはわかるんだからね」
生徒「じゃあ言ってみろよ」
先生「ほら、あれでしょ、そう、あれね！」
生徒「どれだよ！」
先生「くっ、なかなか手強いわね。こんなこともあろうかと助っ人を呼んどいたのよ」
生徒「お前が教えろよ！」
先生「hey！come on！！」
校長「お久しぶりです。」
生徒「校長！！？」
先生「どうだ、まいったか」
生徒「いやいや、まいったとかないから」
校長「ふふふ、君が死ねばあの娘はどんな反応をしめしてくれるのかねぇ」
生徒「何いきなりのこの展開！？いやいや校長。ペーパーナイフで人は殺せませんよ」
校長「君には死んでもらう。てええええええええええええええい」
先生dx「そうはさせない！！」
生徒「なんだこいつら！！？ってかお前は勝手に名前を変えるな！」
校長「ぐはぁっっ！！」
生徒「校長よわっ！」
校長「ふふふ、わしはまだ下っ端だ。さらに上には四天王がおり、その上には・・・」
生徒「うわー校長うぜー」
先生「何やってるの！？早くとどめをささないと奴は巨大化してしまうわよ」
生徒「待て。校長って何ものだ？」
先生「とりあえずなんとかしなさい」
生徒「なんかいろいろ面倒だから付き合ってやるか」
先生「やめて！校長のライフはとっくにゼロよ！！」
生徒「どっちだよ！やるのかやらないのかはっきりしてくれ」
そして校長は去った。
生徒「いきなりすぎだろ！」
先生「こーちょーカームバーック！！」
生徒「いや、呼び戻さなくていいから。ってか結局何もわからずに終わったな」
先生「そうね。でも人間生きててわからないことの１つや２つあるものよ」
生徒「そうだな。とりあえずお前が教師失格ってのはわかったよ」
先生「も～たっくんたらっ」
そのとき見せた先生の照れた顔が俺のハートをわしづかみにしたのは言うまでもなかった。
生徒「こらー！勝手に人のモノローグ作るな～！！あとたっくんって誰やねん」
先生「べ、別にあんたのことじゃないんだからね！」
生徒「またツンデレかいっ！」












おわり




引用文献　wikipedia
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%89%E5%B7%AE%E6%95%B0%E5%88%97
image1.png
a, =ay + (n—1)d




image2.png
Ay





